
エックス線作業主任者試験Ａ

受験番 号 ｴｯｸｽ線Ａ

１／５

（エックス線の管理に関する知識）

問 １ エックス線装置を用いて鋼板の透過写真撮影を行う

とき、エックス線管の焦点から４ｍの距離にあるＰ点

において、写真撮影中の１cm線量当量率は０.２mSv/h

であった。

エックス線管の焦点とＰ点を結ぶ直線上で焦点から

Ｐ点の方向に１８ｍの距離にあるＱ点を管理区域の境

界の外側になるようにすることができる１週間当りの

撮影枚数として、最大のものは次のうちどれか。

ただし、露出時間は１枚の撮影について１５０秒とし、

エックス線管の焦点とＰ点を結ぶ直線上でＰ点の方向

にある地点における１cm線量当量率は、焦点からの距

離の２乗に反比例するものとする。

また、３月は１３週とする。

（１）１１０枚／週

（２）２４０枚／週

（３）４００枚／週

（４）５４０枚／週

（５）５９０枚／週

問 ２ エックス線管の焦点から１ｍ離れた点での１cm線量

当量率が１２０mSv/hであるエックス線装置を用いて、

鉄板とアルミニウム板を重ね合わせた板に細い線束の

エックス線を照射したとき、エックス線管の焦点から

１ｍ離れた点における透過後の１cm線量当量率は１５

mSv/hであった。

このとき、鉄板とアルミニウム板の厚さの組合せと

して正しいものは次のうちどれか。

ただし、このエックス線の鉄に対する減弱係数を
－１ －１３.０cm 、アルミニウムに対する減弱係数を０.５cm

とし、鉄板及びアルミニウム板を透過した後のエック

ス線の実効エネルギーは、透過前と変わらないものと

する。また、散乱線による影響は無いものとする。

なお、log ２＝０.６９とすること。e

鉄板 アルミニウム板

（１）２.３mm １３.８mm

（２）２.３mm ２０.７mm

（３）３.５mm ２７.６mm

（４）４.６mm １３.８mm

（５）４.６mm ２０.７mm

問 ３ エックス線に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（１）エックス線は、高エネルギーの荷電粒子の流れで

ある。

（２）制動エックス線は、軌道電子がエネルギー準位の

高い軌道から低い軌道へと転移するとき発生する。

（３）制動エックス線のエネルギー分布は連続スペクト

ルを示す。

（４）エックス線管の管電圧を高くすると、特性エック

ス線の波長は短くなる。

（５）エックス線管の管電圧を高くしても、特性エック

ス線の強さは変わらない。

問 ４ エックス線と物質との相互作用による光電効果に関

する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）光電効果とは、エックス線光子が軌道電子にエネ

ルギーを与え、電子が原子の外に飛び出し、光子は

消滅する現象である。

（２）光電効果により、原子の外に飛び出す光電子の運

動エネルギーは、入射エックス線光子のエネルギー

より小さい。

（３）光電効果が起こると、特性エックス線が二次的に

発生する。

（４）光電効果が発生する確率は、入射エックス線光子

のエネルギーが高くなるほど増大する。

（５）光電効果の発生する確率は、物質の原子番号が大

きくなるほど増大する。

問 ５ エックス線が被照射体（鋼板）に当たったときの散

乱線に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）エックス線は、そのエネルギーが高くなるにつれ、

前方より後方に散乱されやすくなる。

（２）前方散乱線の空気カーマ率は、散乱角が大きくな

るに従って増加する。

（３）後方散乱線の空気カーマ率は、散乱角が大きくな

るに従って減少する。

（４）後方散乱線の空気カーマ率は、管電圧が増加する

に従って減少する。

（５）後方散乱線の空気カーマ率は、被照射体の板厚が

増すと増加するが、ある厚さ以上となるとほぼ一定

となる。



問 ６ エックス線の減弱に関する次の文中の 内に入

れるＡ及びＢの語句の組合せとして、正しいものは

(１)～(５)のうちどれか。

「単一エネルギーのエックス線の細い平行線束が吸

収体に垂直に入射する場合、入射した光子数を 、Ⅰ０

厚さχの吸収体を透過する光子数を 、減弱係数をμΙ

とすれば、エックス線の減弱は､ ＝ exp(-μχ)Ⅰ Ⅰ０

によって表される。

線束が太く、かつ、吸収体が厚いときには、実際の

測定値は、この式により計算した値と異なる値を示す。

このため、ビルドアップ（再生）係数 を用いて、Ｂ

式 ＝ Ａ により補正する。このとき､ は１よⅠ Ｂ

り Ｂ ｡｣

Ａ Ｂ

（１） exp(-μχ) 大きいＢⅠ０

（２） exp(-μχ) 小さいＢⅠ０

（３） exp(-χ/μ) 小さいＢⅠ０

（４） exp(- χ/μ) 大きいⅠ Ｂ０

（５） exp(- χ/μ) 小さいⅠ Ｂ０

問 ７ エックス線装置の電圧、電流等を次のＡからＤのよ

うに変化させた場合、発生する連続エックス線の最短

波長も最高強度を示す波長も変化しないが、エックス

線の全強度が大きくなるものの組合せは(１)～(５)の

うちどれか。

Ａ 管電流は一定にして、管電圧を２倍にする。

Ｂ 管電圧は一定にして、管電流を２倍にする。

Ｃ 管電圧を２倍にし、管電流を１/４にする。

Ｄ 管電圧及び管電流を一定にして、ターゲットを

原子番号の大きな元素にする。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ａ

２／５

問 ８ 工業用エックス線装置のエックス線管に関する次の

記述のうち、正しいものはどれか。

（１）エックス線管の内部には、アルゴンなどの不活性

ガスが封入されている。

（２）陰極のフィラメント端子間の電圧は、フィラメン

ト加熱用の昇圧変圧器を用いて１０kＶ程度にされて

いる。

（３）フィラメントの周囲には、発生した熱電子のひろ

がりをおさえるために集束筒（集束カップ）が設け

られている。

（４）ターゲットに衝突した電子のエネルギーの２０～

３０％がエックス線として放射され、残りは熱となる。

（５）ターゲット元素には、通常、熱伝導性の良い無酸

素銅が用いられる。

問 ９ 次のＡからＤまでのエックス線装置のうち、利用し

ている主要原理が同一であるものの組合せは(１)～(５)

のうちどれか。

Ａ エックス線回折装置

Ｂ エックス線応力測定装置

Ｃ エックス線透過試験装置

Ｄ 蛍光エックス線分析装置

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１０ 管理区域設定のための外部放射線の測定に関する次

の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）放射線測定器は、国家標準とのトレーサビリティ

が明確になっている基準測定器又は数量が証明され

ている線源を用いて測定実施日の１年以内に校正さ

れたものを用いる。

（２）放射線測定器として、フィルムバッジ等の積算型

放射線測定器は用いてはならない。

（３）測定点は、壁等の構造物によって区切られた領域

の中央部付近の床上１２０～１５０cmの位置の数箇

所とする。

（４）あらかじめ計算により求めた１㎝線量当量等の高

い箇所から低い箇所への順に測定していく。

（５）測定に先立ちバックグラウンド値を調査しておき、

これを測定値に加えて補正した値を測定結果とする。



（ 関 係 法 令 ）

問１１ 電離放射線障害防止規則による特別の項目について

の健康診断（以下「健康診断」という。）に関する次

の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）管理区域に一時的に立ち入るが放射線業務に従事

していない労働者に対しては、健康診断を行う必要

はない。

（２）雇入れ時の健康診断において、実施日の前１年間

に５mSvを超える被ばく歴の無い労働者に対しては、

「被ばく歴の有無の調査及びその評価」を除く他の

検査項目を省略することができる。

（３）定期の健康診断において、医師が必要でないと認

めるときは、「被ばく歴の有無の調査及びその評価」

を除く他の検査項目の全部又は一部を省略すること

ができる。

（４）健康診断の項目に異常の所見があると診断された

労働者については、その結果に基づき、健康を保持

するために必要な措置について、健康診断実施日か

ら３月以内に、医師の意見を聴かなければならない。

（５）定期の健康診断を行ったときは、遅滞なく、電離

放射線健康診断結果報告書を所轄労働基準監督署長

に提出しなければならない。

問１２ エックス線装置を取り扱う放射線業務従事者が管理

区域内で受ける外部被ばくによる線量の測定に関する

次の文中の 内に入れるＡ及びＢの語句の組合せ

として、法令上、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

手指であり、次に多い部位が頭・頸部である作業を行
けい

う場合、男性の放射線業務従事者については Ａ に、

女性(妊娠する可能性がないと診断された女性を除く。)

の放射線業務従事者については Ｂ に、放射線測定

器を装着させて線量の測定を行わなければならない。

Ａ Ｂ

（１）胸部 胸部及び腹部

（２）頭・頸部及び胸部 頭・頸部及び腹部

（３）頭・頸部及び胸部 頭・頸部、胸部及び腹部

（４）手指及び胸部 手指及び腹部

（５）手指､頭･頸部及び胸部 手指､頭･頸部及び腹部

ｴｯｸｽ線Ａ

３／５

問１３ 放射線業務従事者が管理区域内において外部被ばく

を受けるとき、算定し記録しなければならない線量と

して、次のＡからＤまでの線量のうち、法令上、正し

いものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 男性の放射線業務従事者の実効線量の６月ごと

及び５年ごとの合計

Ｂ 女性の放射線業務従事者(妊娠する可能性がない

と診断されたものを除く。)の実効線量の６月ご

と及び１年ごとの合計

Ｃ 人体の組織別の等価線量の３月ごと及び１年ご

との合計

Ｄ 妊娠中の女性の腹部表面に受ける等価線量の１

月ごと及び妊娠中の合計

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１４ エックス線作業主任者の選任に関する次の記述のう

ち、法令上、正しいものはどれか。

（１）波高値による定格管電圧が１０kＶ未満のエックス

線装置を用いる作業については、作業主任者を選任

しなくてもよい。

（２）一つの管理区域内で２台のエックス線装置を使用

するときは、作業主任者は２人以上選任しなければ

ならない。

（３）診療放射線技師免許を受けた者又は原子炉主任技

術者免状若しくは第一種放射線取扱主任者免状の交

付を受けた者は、エックス線作業主任者免許を受け

ていなくても、エックス線作業主任者として選任す

ることができる。

（４）作業主任者を選任したときは、作業主任者の氏名

及びその者に行わせる事項について、作業場の見や

すい箇所に掲示する等により、関係労働者に周知さ

せなければならない。

（５）作業主任者を選任したときは、法定の報告書を所

轄労働基準監督署長に提出しなければならない。



問１５ 放射線業務従事者の被ばく限度として、法令上、正

しいものは次のうちどれか。

（１）男性の放射線業務従事者が受ける実効線量の限度

…… ５年間に１５０mSv､かつ､１年間に５０mSv

（２）女性の放射線業務従事者(妊娠する可能性がないと

診断されたもの及び妊娠と診断されたものを除く。)

が受ける実効線量の限度

………………………………… ６月間に１５mSv

（３）妊娠と診断された女性の放射線業務従事者が腹部

表面に受ける等価線量の限度

…………………………………… 妊娠中に５mSv

（４）緊急作業に従事する男性の放射線業務従事者が受

ける実効線量の限度

…………………… 当該緊急作業中に１２０mSv

（５）緊急作業に従事する男性の放射線業務従事者が眼

の水晶体に受ける等価線量の限度

…………………… 当該緊急作業中に３００mSv

問１６ エックス線装置を用いて放射線業務を行う作業場の

管理区域に該当する部分の作業環境測定に関する次の

記述のうち、法令上、正しいものはどれか。

（１）測定は、６月以内（エックス線装置を固定して使

用する場合において使用の方法及び遮へい物の位置

が一定しているときは１年以内）ごとに１回、定期

に行わなければならない。

（２）測定は、原則として、１㎝線量当量率又は１㎝線

量当量について行うものとされているが、７０μｍ

線量当量率が１㎝線量当量率を超えるおそれのある

場所又は７０μｍ線量当量が１㎝線量当量を超える

おそれのある場所においては、それぞれ７０μｍ線

量当量率又は７０μｍ線量当量について行わなけれ

ばならない。

（３）測定は、エックス線作業主任者が実施しなければ

ならない。

（４）測定の結果は、見やすい場所に掲示する等の方法

により、管理区域に立ち入る労働者に周知させなけ

ればならない。

（５）測定を行ったときは、その結果を所轄労働基準署

長に報告しなければならない。

ｴｯｸｽ線Ａ

４／５

問１７ 外部放射線の防護に関する次の措置のうち、電離放

射線障害防止規則に違反しているものはどれか。

（１）定格管電圧２００kＶのエックス線装置を放射線

装置室に設置して使用するとき、装置に電力が供給

されている旨を関係者に周知させる措置として、手

動の表示灯を用いている。

（２）装置の外側における外部放射線による１cm線量当

量率が２０μSv/ｈを超えないように遮へいされた

構造のエックス線装置を、放射線装置室以外の室に

設置して使用している。

（３）工業用の特定エックス線装置を用いて透視の作業

を行うとき、エックス線管に流れる電流が定格管電

流の２倍に達すると、直ちにエックス線管回路が開

放位になる自動装置を設けている。

（４）特定エックス線装置を用いて作業を行うとき、照

射筒又はしぼりを用いると装置の使用の目的が妨げ

られるので、どちらも使用していない。

（５）工業用のエックス線装置を屋外で使用するとき、

そのエックス線管の焦点及び被照射体から５ｍ以内

であっても外部放射線による実効線量が１週間につ

き１mSv以下の場所については、労働者が立ち入るこ

とを禁止していない。

問１８ 法令に基づく次のＡからＤまでの記録等のうち、原

則として３０年間保存しなければならないものの組合

せとして、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 管理区域に係る作業環境測定結果の記録

Ｂ 電離放射線健康診断個人票

Ｃ 放射線業務従事者の外部被ばくによる線量の測

定結果に基づき、一定期間ごとに算定した実効線

量の記録

Ｄ エックス線装置を用いて行う透過写真撮影の業

務に係る特別教育の記録

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ



問１９ エックス線装置構造規格に関する次の記述について、

正しいものはどれか。

（１）医療用のエックス線装置については、この構造規

格は適用されない。

（２）携帯式の工業用一体形エックス線装置については、

この構造規格は適用されない。

（３）試験研究の目的で使用するエックス線装置につい

ては、この構造規格は適用されない。

（４）この構造規格に基づき、エックス線装置には、見

やすい箇所に、定格出力、製造番号及び設置年月日

を表示しなければならない。

（５）この構造規格が適用されるエックス線装置は、照

射筒、しぼり及びろ過板を取り付けることができる

構造のものでなければならない。

問２０ エックス線による非破壊検査業務を行っている事業

場の安全衛生管理体制に関する次の記述のうち、法令

上、正しいものはどれか。

ただし、事業場の業種は製造業であり、労働者数は

いずれも常時使用する人数とする。

（１）３０人以上の労働者を使用する事業場では、安全

委員会及び衛生委員会を設けなければならない。

（２）５０人以上の労働者を使用する事業場では、第一

種衛生管理者免許又は第二種衛生管理者免許を有す

る者のうちから衛生管理者を選任しなければならない。

（３）１００人以上の労働者を使用する事業場では、安

全衛生推進者を選任しなければならない。

（４）３００人以上の労働者を使用する事業場では、総

括安全衛生管理者を選任しなければならない。

（５）３００人以上の労働者を使用する事業場では、そ

の事業場に専属の産業医を選任しなければならない。

（午前終り）

ｴｯｸｽ線Ａ
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エックス線作業主任者試験Ｂ
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（エックス線の測定に関する知識）

問 １ 放射線の量と単位に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）吸収線量は、あらゆる種類の放射線の照射により、

単位質量の物質に付与されたエネルギーをいい、単

位はＪ/kgで、その特別な名称としてＧyが用いられ

る。

（２）照射線量は、あらゆる種類の放射線の照射により、

単位質量の物質中に生成された電荷の総和を表し、

単位はＣ/㎏である。

（３）カーマは、エックス線などの間接電離放射線の照

射により、物質の単位質量中に生じた全荷電粒子の

初期運動エネルギーの総和であり、単位はＪ/kgで、

その特別な名称としてＧyが用いられる。

（４）等価線量は、人体の特定の組織が受けた吸収線量

に、放射線の線質に応じて定められた放射線荷重係

数を乗じたもので、単位はＪ/kgで、その特別な名称

としてSvが用いられる。

（５）実効線量は、人体の各組織が受けた等価線量に、

各組織ごとの相対的な放射線感受性を示す組織荷重

係数を乗じ、これらを合計したもので、単位は

Ｊ/kgで、その特別な名称としてSvが用いられる。

問 ２ 放射線防護のための線量の算定に関する次のＡから

Ｄまでの記述について、正しいものすべての組合せは

(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 外部被ばくによる実効線量は、１cm線量当量及

び７０μm線量当量を用いて算定する。

Ｂ 皮膚の等価線量は、エックス線については７０

μm線量当量により算定する。

Ｃ 眼の水晶体の等価線量は、放射線の種類及びエ

ネルギーに応じて、１cm線量当量又は７０μm線量

当量のうちいずれか適切なものにより算定する。

Ｄ 妊娠中の女性の腹部表面の等価線量は、７０μm

線量当量により算定する。

（１）Ａ，Ｂ，Ｄ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｃ，Ｄ

（５）Ｂ，Ｄ

問 ３ あるエックス線について、サーベイメータの前面に

鉄板を置き、半価層を測定したところ４.５mmであっ

た。このエックス線のおよその実効エネルギーは(１)

～(５)のうちどれか。

ただし、エックス線のエネルギーと鉄の質量減弱係

数との関係は下図のとおりとし、log ２＝０.６９３とｅ

する。また、この鉄板の密度は７.８g/cm であるとす３

る。

(cm /g)２

1.2

質 1.0

量 0.8

減 0.6

弱 0.4

係 0.2

数
50 70 90 110 130

エネルギー (keV)

（１） ６０keV

（２） ７０keV

（３） ８０keV

（４） ９０keV

（５）１１０keV

問 ４ 放射線の測定等の用語に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）フェーディングとは、積分型の測定器において、

放射線が入射して作用した時点からの時間経過に応

じて線量の読み取り値が減少していく現象をいう。

（２）エネルギー分解能とは、放射線測定器の応答が放

射線エネルギーに依存する程度を表わす値をいう。

（３）ＧＭ計数管の動作曲線において、印加電圧の変動

が計数率にほとんど影響を与えない範囲をプラトー

といい、プラトーが長く、傾斜が小さいほど、計数

管としての性能は良い。

（４）ＧＭ計数管が放射線の入射により一度作動し、一

時的に検出能力が失われた後、出力波高値が正常の

波高値にほぼ等しくなるまでに要する時間を回復時

間という。

（５）放射線が気体中で１対のイオン対を作るのに必要

な平均エネルギーをＷ値といい、放射線の種類やエ

ネルギーにあまり依存せず、気体の種類に応じてほ

ぼ一定の値をとる。



問 ５ エックス線の測定に用いる電離箱に関する次の記述

のうち、誤っているものはどれか。

（１）電離箱の電極の形には、平行平板型、円筒型、球

形型などがある。

（２）電離箱は、入射放射線の一次電離により生成され

たイオン対が再結合することなく、また二次電離を

起こすこともなく電極に集められる領域の印加電圧

で用いられる。

（３）電離箱は、構造が簡単で、機械的衝撃や、温・湿

度の変化の影響を受けにくい。

（４）電離箱による測定では、気体増幅は利用されてい

ない。

（５）電離電流を測定することにより、空気カーマ率を

算定することができる電離箱には、壁材として空気

等価物質を用い、空気を封入したものがある。

問 ６ 次のＡ及びＢのエックス線について、その測定に用

いるサーベイメータの種類として、いずれも不適切な

ものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ １５０～２００mSv/h程度の高線量率のエックス線

Ｂ ３０～５０keV程度の低エネルギーのエックス線

Ａの測定 Ｂの測定

（１）電離箱式 ＧＭ計数管式

（２）電離箱式 シンチレーション式

（３）シンチレーション式 電離箱式

（４）ＧＭ計数管式 電離箱式

（５）ＧＭ計数管式 シンチレーション式

問 ７ ＧＭ計数管式サーベイメータによりエックス線を測

定し、１２００cpsの計数率を得た。

ＧＭ計数管の分解時間が１００ ｓであるとき、真µ

の計数率(cps)に最も近いものは次のうちどれか。

（１）１０６０

（２）１０７０

（３）１３４０

（４）１３６０

（５）１４４０

ｴｯｸｽ線Ｂ
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問 ８ 計数管を用いたサーベイメータによる測定に関する

次の文中の 内に入れるＡからＣの語句の組合せ

として、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「計数管の積分回路の時定数の値を Ａ すると、

指針のゆらぎが小さくなり、指示値の相対標準偏差は

Ｂ なるが、応答は Ｃ なる。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）大きく 大きく 速く

（２）小さく 小さく 遅く

（３）大きく 小さく 遅く

（４）小さく 大きく 速く

（５）大きく 小さく 速く

問 ９ 被ばく線量測定のための放射線測定器に関する次の

記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）フィルムバッジは、各フィルターによるフィルム

の濃度変化から、被ばく放射線の実効エネルギーを

推定することができる。

（２）熱ルミネッセンス線量計は、放射線照射後、素子

を加熱することによって発する蛍光の強度から線量

を読み取る線量計で、線量の読み取りは、再加熱す

ることにより繰り返し行うことができる。

（３）電荷蓄積式（ＤＩＳ）線量計は、放射線の入射に

伴い、不揮発性メモリー素子（ＭＯＳＦＥＴトラン

ジスタ）に電荷が蓄積されることを利用した線量計

である。

（４）蛍光ガラス線量計は、放射線照射により形成され

た蛍光中心に紫外光を当て、生じる蛍光を測定する

ことにより線量を読み取る線量計で、素子には銀活

性リン酸塩ガラスが用いられている。

（５）半導体式ポケット線量計は、放射線の固体内での

電離作用を利用した線量計で、検出器としてＰＮ接

合型Ｓi半導体が用いられている。

問１０ フィルムバッジ(ＦＢ)と光刺激ルミネッセンス線量

計(ＯＳＬ)に関する次の記述のうち、正しいものはど

れか。

（１）ＦＢの方がＯＳＬより機械的強度が大きい。

（２）ＦＢの方がＯＳＬより湿度の影響を受け難い。

（３）ＦＢの方がＯＳＬより測定可能な線量の範囲が広い。

（４）ＦＢの方がＯＳＬより測定可能な下限線量が小さい。

（５）ＯＳＬの検出素子は一回しか使用することができ

ないが、ＦＢのフィルムは再使用が可能である。



（この科目が免除されている方は、問１１～問２０は解答し

ないで下さい。）

（エックス線の生体に与える影響に関する知識）

問１１ 細胞の放射線感受性に関する次のＡからＤまでの記

述について、正しいもののみの組合せは(１)～(５)の

うちどれか。

Ａ 細胞分裂の周期のＭ期（分裂期）の細胞は、Ｓ

期（ＤＮＡ合成期）後期の細胞より放射線感受性

が高い。

Ｂ 細胞分裂の周期のＳ期初期の細胞は、Ｓ期後期

の細胞より放射線感受性が高い。

Ｃ 線量を横軸に、細胞の生存率を縦軸にとりグラ

フにすると、ほとんどの哺乳動物細胞では一次関
ほ

数型となり、バクテリアではシグモイド型となる。

Ｄ 細胞の放射線感受性の指標として用いられる平

均致死線量は、細胞の生存率曲線においてその細

胞集団のうち半数の細胞を死滅させる線量である。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１２ 放射線の生物学的効果に関する次のＡからＤまでの

記述について、正しいもののみの組合せは(１)～(５)

のうちどれか。

Ａ 生物学的効果比（ＲＢＥ）は、生物の種類によ

る放射線の効果の違いを、ヒトを基準にして表し

たものである。

Ｂ 酸素増感比（ＯＥＲ）とは、生体内に酸素が存

在しない状態と存在する状態とで同じ効果を引き

起こすのに必要な線量の比により、酸素効果の大

きさを表したものである。

Ｃ 線エネルギー付与（ＬＥＴ）は、放射線の飛跡

に沿った単位長さ当たりのエネルギー付与であり、

放射線の生物学的効果は、吸収線量が同じでも

ＬＥＴの大きさによって異なる。

Ｄ 半致死線量は、被ばくした集団のすべての個体

が一定の期間内に死亡する線量の５０％に相当す

る線量である。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ｂ
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問１３ 人体の次の組織について、放射線に対する感受性の

最も高いものから低いものへと順に並べるとき、３番

目に並ぶものはどれか。

（１）汗 腺
せん

（２）甲 状 腺

（３）骨 髄

（４）神経組織

（５）結合組織

問１４ 放射線の線量とその生体に与える影響との関係に関

する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）確率的影響は、被ばく線量と発生率の関係がＳ字

状曲線で示される。

（２）確定的影響は、被ばく線量の増加とともに発生率

は増加するが、障害の重篤度は変わらない。

（３）身体的影響のうち、晩発性のものは、すべて確率

的影響に分類される。

（４）胎内被ばくによる胎児の奇形は、確率的影響に分

類される。

（５）全身に対する確率的影響の程度は、実効線量によ

り評価される。

問１５ 次のＡからＤまでの放射線影響について、その発症

にしきい線量が存在するものすべての組合せは(１)～

(５)のうちどれか。

Ａ 不 妊

Ｂ 肺がん

Ｃ 白内障

Ｄ 放射線宿酔

（１）Ａ, Ｂ

（２）Ａ, Ｃ，Ｄ

（３）Ａ，Ｃ

（４）Ｂ, Ｃ，Ｄ

（５）Ｂ，Ｄ



問１６ エックス線被ばくによる末梢血液中の血球数の変化
しょう

に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）被ばくにより骨髄中の幹細胞が障害を受けると、

末梢血液中の血球数は減少していく。

（２）末梢血液中の血球数の変化は約０.２５Ｇyの被ば

くから認められる。

（３）白血球のうちリンパ球は、造血器官中ではきわめ

て放射線感受性が高いが、末梢血液中での放射線感

受性は、白血球の他の成分と同程度である。

（４）被ばく直後に、末梢血液中の一部の血球が一時的

に増加することがある。

（５）末梢血液中の血球のうち、被ばく後減少が現れる

のが最も遅いものは赤血球である。

問１７ 放射線被ばくによる白内障に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（１）放射線により眼の角膜が障害を受け、白内障が起

こる。

（２）白内障のしきい線量は、エックス線の急性被ばく

では約１Ｇyである。

（３）白内障の潜伏期は、被ばく線量の大小にかかわら

ず、平均して約６月である。

（４）白内障は、晩発性影響に分類される。

（５）放射線被ばくによる白内障は、その症状により、

老人性白内障と容易に識別することができる。

問１８ エックス線の直接作用と間接作用に関する次の記述

のうち、正しいものはどれか。

（１）直接作用とは、エックス線が直接ラジカルを形成し、

ラジカルが生体高分子と相互作用することをいう。

（２）間接作用とは、エックス線が生体内に存在する水

分子と相互作用した結果、生成された２次電子が生

体高分子に与える作用をいう。

（３）溶液中の酵素の濃度を変えて一定線量のエックス

線を照射する場合、酵素の濃度が増すに従って、酵

素の全分子数のうち不活性化されたものの占める割

合が減少することは、直接作用により説明される。

（４）生体中にシステアミンなどのＳＨ化合物が存在す

るとエックス線が生体に与える影響が軽減されるこ

とは、主に間接作用により説明される。

（５）エックス線のような低ＬＥＴ放射線では、間接作

用より直接作用の方が生体に与える影響に大きく関

与している。

ｴｯｸｽ線Ｂ
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問１９ 下図は、マウスの全身に大線量のエックス線を、一

回照射した後の平均生存日数と線量との関係をいずれ

も対数目盛りで示したものである。

図中の①～③の領域に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

（１）被ばく線量５Ｇyは、①の領域にある。

（２）①の領域における主な死因は、消化管の障害である。

（３）ＬＤ に相当する線量は、②の領域にある。50/30

（４）②の領域における平均生存日数は、１月程度であ

り、線量にかかわらずほぼ一定である。

（５）③の領域における平均生存日数は、１～２週間で

ある。

平

均

生

存

日

数（

① ② ③対

数 Ｇy

線 量 （対数）

）

問２０ 放射線による遺伝的影響に関する次のＡからＤまで

の記述について、正しいもののみの組合せは(１)～

(５)のうちどれか。

Ａ 生殖細胞が被ばくしたときに生じる影響は、す

べて遺伝的影響である。

Ｂ 遺伝的影響の原因となる生殖細胞の突然変異に

は、遺伝子突然変異と染色体異常がある。

Ｃ 小児が被ばくした場合でも、その子孫に遺伝的

影響が生じるおそれがある。

Ｄ 放射線照射により、突然変異率を自然における

値の２倍にする線量を倍加線量といい、その値が

小さいほど遺伝的影響は起りにくい。

（１）Ａ, Ｂ

（２）Ａ, Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ, Ｄ

（終 り）


